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技術の蓄積と環境への熱い思い。YOKOGAWAグループはいつの時代も、こうした思いを形にしてお客様に提供してきました。 

30年という長い歴史を持つCENTUMはまさしくその代表製品といえます。 

本報告書では、そのような歴史と思いをステークホルダーの皆様に知っていただけるよう、CENTUMの営業マンが語ります。 
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プロセスオートメーションとともに30年 
　2005年は、CENTUMの初号機が誕生してから30年

目にあたります。むろんそれ以前にも、私どもは石油化

学をはじめとする様 な々流体処理系のプラントに、制御

システムをご提供していたのですが、それは現在からみ

れば非常に素朴なものでした。 

　例えば、ある流体の流量を制御するという最も簡単

な例で考えると、流量計で流量変化を測り、そのデータ

をアナログのコントローラに取り込んで設定値と照合させ、

出力側でバルブの開閉を調節していました。この制御

機能がコンピュータで行われ始めたのは、1960年代に

入ってからのことです。しかしそれは集中制御方式で

したので、システムの異常が生産設備全体に深刻な打

撃を与えることは避けられませんでした。この問題を分

散制御方式でクリアしたのが1975年に出たCENTUM

の初号機です。CENTUMもこの30年間に進化し、制

御規模の増大・信頼性や操作性の更なる向上・オープ

ン化の実現など、時代の要求を高いレベルで実現し、

世界最高の制御システムに成長しています。 

 

本来機能の充実が環境負荷削減にも寄与 
　CENTUMの開発思想は、初号機から現在まで一貫

しています。それは安定操業に欠かせない信頼性と、

お客様が目的に応じてシステムを構築・発展させられる

しなやかな柔軟性です。そして、安定操業と生産効率

の向上によりお客様の利益に貢献するとともに、無駄な

エネルギー使用も減らし、結果的に省エネに寄与します。

CENTUMを活用されて、省エネ等の環境負荷削減を

考えられるお客様が増えていることは、YOKOGAWA

グループとしてうれしい限りです。エネルギーや物質を

制御する性能で、CENTUMはお客様から絶大な信頼

を得ています。これはとても貴重なことではないでしょうか。 

 

CENTUMの営業マンとして考えること 
　私はこれまでにお客様から「やっぱりCENTUMはい

いね」という言葉をかけていただきました。それはなによ

りうれしいことです。そのたびに考えるのは、初号機を

開発された先輩たちの偉大さです。いまから30年も前

に「お客様第一」の思想や、「より豊かな人間社会の実

現に貢献する」というYOKOGAWAの企業理念を、よ

くもここまで製品に反映できたものだと感じています。「お

客様第一」に徹することによって、ひろく社会全体に寄

与していくというYOKOGAWAのスタンスは今も昔も変

わりません。これからも、CENTUMはますます進化して

いくことでしょう。社会から信頼され、お客様からも喜ば

れるよう、私も努力していきたいと考えます。 

統合生産制御システム CENTUM

ソリューション事業部1営統本第3営統第2営業部（豊田） Interview with TAKANAO TOMIOKA 冨岡 孝直 

特集2004
お客様での環境負荷削減に貢献するYOKOGAWAグループ 

既
操

北

や

現

存

C

既

性

立

伴

切

誰

大

各地

初代

事

人
・
社
会
と
の
連
携（
C
S
R
の
充
実
に
向
け
て
） 

*YOKOGAWA_p00～36製入ノビ  05.8.3 3:38 PM  ページ 7



0 7

生産制御システム 
CENTUM CS 3000 R3

 

 

 

 

 

 

 

 

工場外観 

環境経営報告書 ２００５ 

オペレーションルーム 
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既設プラントの 
操業効率大幅向上 

 北海道三井化学株式会社 様 

北海道三井化学株式会社様は、ノンホルマリン接着剤

や、低ＶＯＣ加工用樹脂の開発など、循環型社会の実

現に貢献している会社です。品種増加への対応には既

存システムの容量、能力ともに限界のため、CENTUM 

CS 1000の高性能、高信頼性などを評価されて採用。

既存システムが横河電機製品であったこともあり、接続

性の良好、既設システムのソフト資産再利用などができ、

立ち上げ時間短縮ができました。また、CS 1000導入に

伴い、銘柄管理パッケージを採用することができ、銘柄

切り替えや銘柄データの修正時運転をオペレーターの

誰もが簡単に操作できるようになり、運転効率が向上、

大幅なコストダウンを実現できました。 

熱供給プラントにおける 
省エネルギー、省力化 

西日本環境エネルギー株式会社 様 

地域熱エネルギー供給プラントは、地域内の各建物に

必要な熱源を集中して製造供給するため、安定供給が

求められ、かつ集中運転管理が必要となることから、優

れた信頼性と制御性を持つ制御機器としてCENTUM 

CS 1000が採用されました。制御情報処理能力による

確実な定周期スキャンや、4画面同時表示、充実したト

レンド機能などによる効率的なオペレーションが可能と

なり、熱を中央監視室より地域のお客様の需要に応じ

て製造供給することによって省エネルギーにつながって

います。供給側に求められる責務は厳しいなか少人数

のオペレータで安定した供給体制が可能になり、大変

満足されています。 

各地で活躍するCENTUM

初代CENTUM

事例2事例1
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プラン

2004年度は、エネルギー管理パッケージEnemap（エネマップ）を、工場の原動力設備や 

地域冷暖房システムなどに導入いただきました。省コスト、省エネルギー、環境負荷低減へのニーズが高まる中、 

Enemapは各方面から注目されています。ここでは、Enemapがどのような特長を持っているかをご紹介します。 

グ
ル
ー
プ
概
要 

特
集
２
０
０
４ 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

環
境
製
品
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善
活
動 

お
客
様
で
の
環
境
負
荷
削
減
に
貢
献
す
る
Y
O
K
O
G
A
W
A
グ
ル
ー
プ 

未来の需要変動を予測してエネルギーの 
ベストミックス利用を提案するEnemap 
　エネルギー管理パッケージEnemapは、YOKOGAWA

の汎用型プラント情報システムであるExaquantum（エ

グザカンタム）をプラットフォームとして稼働します。

Enemapは、（1）電力、蒸気、冷水や温水などの未来の

需要量を予測する機能（2）予測した需要量を満たす

ために必要な設備の運転計画を、燃料のコスト削減や

環境負荷低減を目的として導出する機能（3）長期間の

運転データを基に運転効率などの傾向を分析し、設備

のコンディションを診断する機能（4）豊富な管理帳票機

能を合わせ持っています。予測需要を基にエネルギー

源（電力、都市ガス、重油など）を最も有効に使う組み合

わせ（ベストミックス）を導き出し、ボイラや熱源機器の運

転台数や発停時期を自動計画します。更に運転計画

に従って運転台数制御までも実現します。またWeb環

境にて遠隔地からのエネルギー管理も可能です。いわば、

エネルギーを賢く使うナビゲーションシステムといえます。 

 

Enemap開発の背景と経緯 
　温室効果ガスであるCO2の大部分は、化石燃料の

使用や、これを熱源とする電力の使用に伴って排出さ

れています。このことから、「エネルギーの使用の合理

化に関する法律」（省エネルギー法）や、2005年2月16

日に発効した京都議定書では、産業のあらゆる分野に

おける徹底した省エネルギーとCO2排出量の削減を求

めています。 

　YOKOGAWAグループではこうした情勢に合わせて、

2001年頃から最小のエネルギー投入で最大の生産効

率が得られる、コストパフォーマンスと環境効率に優れ

るエネルギー管理ソフトの開発に取り組んできました。 

　その過程で注目したのが、産業施設のエネルギー需

要に大きな影響を及ぼしている気温や湿度を、定期的

に受信して予測に役立てられないかという点でした。プ

ロジェクト発足当時は配信単価も高かったのですが、最

近では様 な々気象サービスも登場し、選択肢が広がっ

てきました。そこで、前述のように気象予報データの自

動配信サービスを活用し気象情報を自動的に取り込む

ことにしました。Enemapの負荷予測では48時間先まで

の気象予報データを3時間おきに自動更新し、予測演

算の精度を向上させています。また、運転計画を導出

するためにはプラントをモデル化する必要がありますが、

これを極力簡単に実現できるように工夫してきました。

現在では、最適化計算に必要なプロセスモデルを容易

に構築することを目的とした、エンジニアリングツールを

開発しています。 

 

良き企業市民として、これからも地球環境の 
改善に役立つソリューションを 
　プロジェクトの企画段階では、沢山の人が持つ経験

や知恵を組み合わせ、工夫したり、努力したりを繰り返

しながら段 と々形が見えてきました。時間が沢山あれば

とか、もっと人手があればとか、予算がとか・・・悩みの種

は尽きません。Enemapも多くの山や谷を越えて横河

電機の新商品として世に出ました。エネルギー管理パ

ッケージEnemapは省エネルギーや環境負荷低減とい

う地球規模の宿題へYOKOGAWAグループが出す

答えの一つ、ソリューションだと考えています。 

　2005年に開港した中部国際空港のエネルギー供給

会社である、中部国際空港エネルギー供給株式会社

様をはじめ、多くの工場の原動力設備への導入が始ま

っています。YOKOGAWAグループの活動が地球環

境問題への取り組みにつながり、良き市民としての証に

なっていくことを強く願うものです。 

エネルギー管理パッケージ Enemap

特集2004
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特集2004

INTERVIEW 

　YOKOGAWAグループでは、コラボレーションによる横断的なプ

ロジェクトチームを立ち上げ、成功させてきました。Enemapもその一

つです。Enemapは2001年当時、エネルギー管理システムに注目し

ていたSEの安部と、研究開発の福沢、Exaquantumの販推担当だ

った渡辺の3人が、協同企画し開発を始めました。彼らはその共同

作業を振り返って以下のように語っています。 

 

安部―近年、地球環境の問題がクローズアップされ、以前にも増し

て省エネルギーや省コストが重要視されるようになったことから、設

備（工場）全体の最適性を考慮した運転を必要とする場面が増え

てきています。そこで、これをなんとかコンピュータの力を借りて支援

できないか、最も好ましい運転の仕方をナビゲートする良い手段はな

いかと、福沢さんに相談をもちかけたのです。 

 

福沢―当時私は、エネルギー分野の大きな変化を感じており、手始

めに遠隔監視システムの付加価値付けを目標としてエネルギーソリ

ューションを探っていました。コジェネレーションや冷凍機などについ

ては、自社の所有するコジェネレーション設備に足を運び、データを

貰って解析などを繰り返していました。 

その時期に提案したテーマの１つが運転最適化だったわけですが、

この効果を実証するためのテストプラントがあったこと、安部さんら

のおかげでエンドユーザ様と直接の会話をさせていただいたことは

開発に大変役立ちました。それから最適化問題の汎用化、高速化

などの問題を開発チーム員の大原、本城と一緒にクリアしつつ、負

荷予測のエンジン開発にも取り組んでいきました。 

 

渡辺―私は販売を始めたばかりのExaquantumをユーザー様や

弊社営業関係者に新製品紹介をしながら、その上に搭載するソリ

ューションのテーマを探していました。Exaquantumはプロセスデ

ータを長期間貯めるためのデータベースです。その貯めたデータ

を使って何ができるか、どんなソリューションが提供できるのか、考

えを重ねる毎日でした。開発メンバーとの熱い議論を通して、新製

品にExaquantumが有効であると確信しました。 

 

酒井―私はEnemapの開発企画審査を担当しました。エネルギー分

野におけるソリューションとなることを願ってEnemapと命名しました。

部門横断型コラボレーションによる開発で、よい物が早くできたと思っ

ています。 

プロジェクト関係者 

（左から渡辺恒、大原健一、酒井健司、安部裕人、本城仰太、福沢充孝） 
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電力設備 コジェネレーション設備 排熱回収設備 ボイラー設備 供給熱量管理 ターボ冷凍機 吸収式冷凍機 

エネルギー管理帳票 設備傾向分析 

需要負荷予測 

制御出力処理 

コスト最適運転計画 

クライアント 
PC

プロセスデータ収集／起動停止指令出力 

リアルタイムデータベース 

月締データ 
日締データ 

時締データ 

1分データ 

保存データ 
メンテナンス 

プラント制御システム プラント情報システム 

オープン型プロセスインターフェース 

再締切機能 
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Enemapを活用したエネルギー管理制御システム構成図 
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